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計画の〈時間〉性



●はじめに

個別の防災計画についての議論ではない
人間や社会が（防災）計画を立て、その実現へ向けて実
践すること一般についての議論
キーとなる概念〈時間〉は、物理的な「時間」とは異な
る
このような考察によって、防災計画の立案・実行にあ
たって、通常自明のこととして見過ごされている問題に
光を当てることができる（場合がある）
たとえば、個々の意識啓発技法や防災教育手法うんぬん
の前に、防災意識が欠如・低下していると思われる人び
とに、「まだまだ準備が足りないですよ、防災意識を高
め準備しましょう」と呼びかけること自体がはらむ問題
を浮かび上がらせることができる。
詳細は、拙著「減災の人間科学」（仮題、2009年7月刊
行予定）



物理的な「時間」の流れ

災 害

事 前 事 後

〈イントラ〉
〈ポスト〉〈
アンテ〉も
並在

←〈ポスト〉
〈アンテ〉→
（〈イントラ〉

は潜在化）

事 中

←〈ポスト〉
〈アンテ〉→
（〈イントラ〉

は潜在化）



●〈ポスト・フェストゥム〉／〈アンテ・フェ
ストゥム〉

「計画」することは未来の出来事を予見し、それに先立っ
て対策を練り事前対応をなすことだから、通常、未来指向
的な営みだと思われている。

しかし、精神医学者木村敏の〈時間〉論を踏まえれば、こ
とはそう単純ではない。

「計画」を支えているのは、統合失調症患者に典型的な
〈アンテ・フェストゥム〉（祭りの前；未来先取的）な
〈時間〉意識ではなく、むしろ、鬱病患者に典型的な〈ポ
スト・フェストゥム〉（祭りのあと；過去拘泥的）な〈時
間〉意識、である。



●〈ポスト・フェストゥム〉／〈アンテ・フェ
ストゥム〉

〈アンテ・フェストゥム〉における未来が、とんでもないこ
とが起こるかも…という祭りの前の高揚と不安の併存にも似
た、「圧倒的に未知なるものとしての未来」であるのに対し
て、〈ポスト・フェストゥム〉における未来がすべて、「予
定済の将来（現在のつつがない延長）」という形をとろうと
する点が重要である。

だからこそ、〈ポスト・フェストム〉的な意識では、事が起
きてから悔やんでも「あとのまつり」だと考え、事前準備に
執着する。よって、「そんな事態［大災害］にならないよう
に用心してかかる意識も、一見将来に備えての先走った姿勢
［〈アンテ・フェストゥム〉］に見えるが、実は『あとのま
つり』になることを予想しての保守的でポスト・フェストゥ
ム的な意識」（木村, 1982, p.108）である。



●〈時間〉と「時間」

• 〈時間〉とは、物理的な「時間」とは異なる。一見する
と、防災計画を含め、防災研究・実践に関わる既存の事
象や概念群を、時間という観点に立って分析することは
常套的であって何の独創性もないように思われるかも。

• たしかに、「警戒期／緊急期／復旧期／復興期」などの
時期区分や、「mitigation／preparedness／response／
recovery／reconstruction」といった「災害マネジメン

ト・サイクルモデル」などがすでに時間を取り上げてい
るように見える。

• しかし、こうした概念はすべて、「もの」としての「時
間」に関わる。

• それに対して、〈時間〉は、木村（1982）が言う、自己

としての〈時間〉。



●〈時間〉と「時間」

デジタル表示の時計不人気。私たちは、正確な時刻そのも
のを知りたいと思って時計を見るのではない。あることを
なすべき時刻までに、まだどれだけの時間が残されている
のか、あるいは逆に、あることがなされた時刻から、もう
どれだけ時間が過ぎたのか、に関心をもっている。

木村（1982）の具体例－会社に遅刻しそうとか、試験の回

答をすべて書けるかなど－と並んで、否な、それ以上に、
防災をめぐる社会の移りゆきに関する言葉は、「いまはも
う…」、「いまはまだ…」という時間感覚と非常によく馴

染む。

たとえば、「阪神・淡路大震災からもう13年が経った」、
「小中学校施設の耐震化率はまだ50%に過ぎない」など。



〈時間〉と「時間」

私たちを支配しているのは、今の時刻（「時間」）ではな
く、「〈いま〉はもう…だ」、あるいは、「〈いま〉はま
だ…でない」といった拡がりをもつ〈時間〉。〈いま〉は
「時間」の区切りではなくて、「…から…へ」の移行であ

り拡がりであるという意味で、〈いま〉は方向性をもった
運動体としての〈時間〉。

〈いま〉は、たとえば、そこからの復興のあり方が問われ
る阪神・淡路大震災からの移行ないし拡がりとしての〈い
ま〉であり、あるいは、それまでに耐震化工事を完了させ
るべき将来の大地震への移行ないし拡がりとしての〈い
ま〉である。



●自己としての〈時間〉

• 私たちにとって時間とは、常になにかをするための〈時
間〉であり、私たちにとって、いまとは、常に「いまはこ
れこれをするときだ」、「それをなすまでにいまならまだ
時間がある」などの意味での〈いま〉である。

• このような〈いま〉は、私自身の営みと独立して外部に存
在するような、「なにかあるものではない。それはむしろ、
そのつどの私自身のことである」（木村, 1982, p.52）。
平たく言いかえれば、「時間」ならぬ〈時間〉のありよう
は、常になにかをなしつつ生を営んでいる私（〈自己〉）
のありようと表裏一体であって決して別のものではない。

• つまり、時間の推移とは、「『時間』という眼に見えない
何ものかが私の外部のどこかで流れ去っているという意味
ではない。むしろ、「それぞれの〈いま〉が以前と以後、
〈いま〉までと〈いま〉からの両方向へと開かれた拡がり
としての私自身であることによって、時間の推移というよ
りは私自身の推移として理解しなくてはならない」（木村, 
1982, p.56：一部引用者が表記変更）。



離人症：〈時間〉の病い

• 〈時間〉が異常を来したとき、「時間」には何ら障害が認め
られなくても、ごくあたりまえの日常生活（特に、私自身の
〈自己〉の存在）が根底からその安定性を失う。

• 典型例が、離人症患者の時間感覚。「時計を見ればいま何時
ということはわかるけれども、時間が経って行くという実感
がない」、「時間がばらばらになってしまって、ちっとも先
に進んでいかない」。「時間」の量的変化を知ることはでき
るし、過去・現在・未来の観念も知的には保存。しかし、そ
れら継起して生じる複数の出来事を、その間に時間が流れた
という感覚（「あれからもう…」や「いまはまだ…」という
〈時間〉の感覚）と結びつけられない。

• 外界の事物や自分自身の身体についての実在感や現実感、自
己所属感の喪失に加え、自分自身の〈自己〉がなくなってし
まったと訴えるという事実は、〈時間〉が〈自己〉そのもの
であることを傍証。

• 震災語り部グループのメンバーも含めて、少なからぬ被災者
（特に、肉親を失った遺族）が同様の体験－〈時間〉の不全
感と〈自己〉の崩壊感－について語る。



●〈アンテ・フェストゥム〉：統合失調症

• 人生経験が十分とは言えない青年期に発症しやすい

• 「いつも気を張っていないと、他人がどんどん私の中に入っ
てきて、私というものがなくなってしまう」、「被影響体
験」や「つつぬけ体験」

• 就職や結婚などの選択は言うに及ばず、自分の顔、身体、名
前などを極度に嫌って、整形や改名など、抜本的な「新規ま
き直し」を図る。客観的に見ればひどく昔に語った希望を、
その時点から今日までの出来事の蓄積をまったく無視して当
然のように蒸し返す

• 過去が過去として確定していない。過去が未来化。

• 〈アンテ・フェストゥム〉的な未来とは、予定された将来、
「〈いま〉まで」に裏打ちされ、その連続線上にある「〈い
ま〉から」に即した将来ではなく、未知なるものとしての未
来に対する激しい憧憬－と同時に、〈自己〉を根こそぎ否定
しさるという意味での恐怖－の上に立っている。



〈アンテ・フェストゥム〉とは

• 〈アンテ・フェストゥム〉は、統合失調症に特有の、未来
先取的な〈時間〉のあり方であり、この用語は、原義とし
ては「祭の前」を意味する。

• 直接的特徴は、統合失調症患者に典型的に見られる未来先
取的な意識。が、その特性は、むしろ、彼らにとっての過
去にある。

• 「〈いま〉まで」（過去）が揺らぎのない過去として確立
せず、本来、「〈いま〉から」（未来）がそこを基点とし
て拓かれるべき〈自己〉が不安定であるために、未来が自
己実現に寄与する可能性に満ちた未来とならず、〈自己〉
を根こそぎ崩壊させるようなバラバラな兆候の断片として
しか感ぜられない。

• 未来が、いまから自己へと到来することとしての意味を有
意義にもつために、それに先だって確保されていることが
必要な「そのつどすでにそのようようにあった」（木村, 
1982, p.90）〈自己〉の事実性を引き受けることが、彼ら
にはできていないのである。



●〈ポスト・フェストゥム〉：鬱病

• 通常、中年以降の病気。「自分自身におくれをとること」
がないように、「几帳面」につとめあげてきた役割活動が、
何らかの理由で破綻を余儀なくされた（と自己認識され
た）ときに発症。

• 典型的なきっかけ事例は、転勤、転居だが、被災も。
• 〈アンテ・フェストゥム〉における未来が、「圧倒的に未

知なるものとしての未来」（であるのに対して、〈ポス
ト・フェストゥム〉においては、「未来はすべて予定済の
将来という形をとろうとする」ことである。

• だからこそ、〈ポスト・フェストム〉的な意識では、「な
にかが起こってしまってからそれを悔やんでも『あとのま
つり』」だと考え、事前準備に執着。したがって、「そん
な事態にならないように用心してかかる意識も、一見将来
に備えての先走った姿勢［つまり、〈アンテ・フェストゥ
ム〉：引用者］に見えるけれども、実は『あとのまつり』
になることを予想しての保守的でポスト・フェストゥム的
な意識なのである」。



〈ポスト・フェストゥム〉とは

• 〈ポスト・フェストゥム〉は、鬱病に特有の、過去拘泥的
な〈時間〉のあり方であり、この用語は、原義としては
「祭のあと」を意味する。

• 「あとのまつり」。直接的特徴は、鬱病者に典型的に見ら
れる過去拘泥的な意識であるが、その特性は、－〈アン
テ・フェストゥム〉とは反対に－むしろ、彼らにとっての
未来に由来。

• 「〈いま〉から」（未来）が、〈自己〉の将来をそこへと
賭けていくことができる、未知なる可能性の領野として確
保されていない。それは、せいぜい「これまでのつつがな
い延長」。

• むしろ、そのつつがなさが奪われた場合、「未来における
可能性への先駆をうながすべきはずの未済性、未完了性が
未済のまま確定的に完了してしまって、過去・現在・未来
をまとめた歴史的展開の全体が、『とりかえしがつかな
い』確定性において経験」（木村, 1982, p.114）されてし
まうような「〈いま〉から」である。何もかもが「あとの
まつり」と感じられる。



●防災と〈時間〉①

• たとえば、「事前」の時期に、まだ来ぬ未来の災害に
ついて、それをもう済んでしまったことのように扱う
こと、つまり、〈ポスト・フェストゥム〉的、言いか
えれば、過去拘泥的にそれに関わる〈社会〉は十分に
ありうる。

• 実際、日本社会における今たとえ帡ꕸ麒ԏ縁�넁뜁Ἂ 팀•



●防災と〈時間〉②

• 逆に、「事後」の時期に、すでに過ぎ去った過去の災害に関
して、それを今から変更のきくことのように関わること、つ
まり、〈アンテ・フェストゥム〉的に、言いかえれば、未来
先取的にそれに関わる〈社会〉も十分に想定しうる。

• 災害で命を落とした子どもが果たせなかった夢や希望を代
わってかなえようとする親たちの活動も典型例の一つ。

• たとえば、都心部における高速道路の全廃などを含んだラ
ディカルな復興計画のように、すでに起こった災害について、
それが社会にもたらした変化を実際以上に誇大にとらえて、
その実像から離れた－と社会のマジョリティから認定される
ような－抜本的な「世直し」を一気に実現しようとする動き
も同じメカニズムに基づく。

• なぜなら、これらはいずれも、ちょうど統合失調症患者と同
様、過去が未来化していることによって生じる社会的反応だ
からである。



●宿命論、運命論

• 「事前」における〈ポスト・フェストゥム〉性に注目

• この傾向が病的に尖鋭化したとき、災害宿命論もしくは
災害運命論となる（廣井ほか）。まだ来ぬ災害の到来を、
そして、大きな被害を、宿命・運命であるとして甘受し、
それに対して予防措置を講じることを－「事前」である
にもかかわらず－「あとの祭り」と考える立場。

• 〈ポスト・フェストゥム〉は、将来の災害を未想定のハ
プニングとしてではなく、「つつがない延長」、十分に
予定され準備されたものとしてとらえようとする。

• ただし、事前における〈ポスト・フェストゥム〉は、現
代的な防災研究および実践を支える主軸的態度であり、
それが健全に発揮されている限り、それほど大きな問題
を生じるものではない。



●現代版の宿命論、運命論

• しかし、「つつがない延長」が保証されないかに事態が
あらわれたとき、状況は一変。たとえば、迎え撃つべき
災害の規模が、すでに完了した準備状況や今後実現可能
と思われる災害準備に比べて著しく大きいと判明。

• このとき、多くの人びとが従前から「几帳面に」積み重
ねてきた災害準備の実効性に、総体として、著しく「お
くれをとっている」と多くの人々が認識する可能性。

• 「わが町の学校施設の耐震化率は20%にも満たず政府目

標に遠く及ばない」（自治体）、「わが家の耐震化には
200万円以上かかるらしい。とても無理」（一般家庭）。

• 「災害で生きるも死ぬも運命、もう天に運を任せた」。
来るべき災害を予期しながらも、「〈いま〉から」を、
今後働きかけるべき可変的な将来として遇することがで
きず、すべて「あとの祭り」だと考える。



●防災意識の低下とは？

• 「無関心」や「低調な意識」という用語で表現されてきた
ことがらの大半は、字義通り、防災に対して「関心がない
こと」や「意識が低いこと」を意味するのではない。

• 「事前」における〈ポスト・フェストゥム〉のネガティヴ
な側面が顕在化したものと解釈すべき。すなわち、〈ポス
ト・フェストゥム〉にとらわれた人びとが陥る鬱病（将来
の災害のためになすべき課題があまりに多いために、現状
を「とりかえしがつかない」と思うこと）。

• 実践的な洞察：ちょうど、鬱病者に、「頑張れ」、「それ
でも、立ち向かえ」と鼓舞し、おくれを取りもどすことを
強要することが、マイナスの効果しか生まないのと同様、
次の災害までになすべき準備作業）に対して、すでに大幅
なおくれを感じている人びとに、－現行の役割同一性を温
存したまま－「まだまだ準備が足りない」と指摘すること
は無意味（人びとは、それを自覚しているのだから）。ま
して、「その課題が終わっても、まだ別のことが必要だ」
などと次々と新たな要求を持ちだすことは、多くの場合、
否定的な結果しか生まない。



●ではどのようなアプローチがあるのか

• したがって、人びとが「おくれ」を感じているところの
役割同一性（「よき防災市民役割」）そのものを止揚す
るようなアプローチが望ましい。

• たとえば、「防災と言わない防災」のように防災のコン
テキストをいったん離れたところから防災実践を立ち上
げる試み（渡邊, 2002）

• 防災教育に関する主客（教える者と学ぶ者）を転倒させ
るような試み（矢守・高, 2007；Yamori, under review; 
矢守・諏訪・舩木, 2007）

• これらは、正反対の〈アンテ・フェストゥム〉的傾向を
導入することによって、過剰となった〈ポスト・フェス
トゥム〉性を中和しようとする試みだと位置づけること
も可。→最後に「まとめ」でも



自助・共助のダークサイド
• 防災研究者や自治体の防災実務者にも該当

• 「自助・共助・公助」のラディカルな見直し議論

• 「住民のみなさん、自分の命は自分で守ってくだ
さい」という、通俗的で深みのない自己責任論

• それまで果たそうと努力してきた「よき防災担当
職員役割」、「よき防災研究者役割」に関する回
復不能な「おくれ」感が生じた結果、責任を一気
に住民サイドに投げ返すリアクションとも。



●ポジティヴな側面

• ポジティヴな側面。〈ポスト・フェストゥム〉は、未来
をまったく未知の将来、不意打ちの将来にすることを嫌
い、それらを「事前」に予定された将来へと転換しよう
とする運動。

• 「けっして不意打ち」にならないように。「おくれをと
らないように」。現状の「つつがない延長」として災害
を迎え撃とうという姿勢

• 適度な〈ポスト・フェストゥム〉は、自然科学系および
非自然科学系の防災研究の知見と、その成果を組織的に
実践するための行政組織の活動とを中核とする、現代の
先進諸国の防災実践の主流

• 〈ポスト・フェストゥム〉に基づく事前防災は、それな
しでは、現代的な防災実践そのものが根底から覆ってし
まうほど基底的に見えるし、それ以外のあり方が存在す
るとは思えないほど自明視されている



●事例は枚挙にいとまがない
• 防災情報や災害情報、気象情報（各種の注意報や警報）

や、土石流、洪水、火山活動に関する情報、避難勧告・
指示のための情報、そして、地震予知のための試み。非
自然科学系の防災研究の多くもまったく同様。災害時の
人間行動の予測と制御に関する研究、人間の社会的、経
済的活動をも考慮に入れた被害予測、より有効な災害対
応マニュアルを作成しようとする研究など。

• 〈ポスト・フェストゥム〉という一点に徴するかぎり、
自然科学系か非自然科学系か、防災か減災か、事前準備
か直後対応か、といった2項対照は、ほとんど問題にな

らない。それらを根底で駆動している〈時間〉のありよ
うに注目すれば、すべては、「事前」における〈ポス
ト・フェストゥム〉性の表れ。



●緊急地震速報

• 「緊急地震速報」：「事前」における〈ポスト・
フェストゥム〉を貫徹させようとするギリギリの努
力。

• 「先進技術が与えてくれた“猶予時間”を活かせる

か」との本の帯。

• ほんの数秒のアドバンテージでもよい、未来の不意
打ちを回避し、既定路線上の出来事としてそれを処
理したいとする強力な〈ポスト・フェストゥム〉性。



防災行政

• 防災行政は、防災研究以上に、〈ポスト・フェストゥ
ム〉の性格、より濃厚。

• 基本的に、「事前」に定められた（pre-scribed）法

や規定に基づいて展開

• 大は、中央政府レベルの「災害対策基本法」（1961
年）、「大規模地震対策特別措置法」（1971年）、

「被災者生活再建支援法」から、小は、地方自治体レ
ベルで設定される「地域防災計画」、「災害対応計
画」、「防災マニュアル」まで。



●事前復興

• 「事前」における〈ポスト・フェストゥム〉の射程－
未来のどこまでを既定化（過去化）しようとするのか
－が、近年、これまでのように、災害の渦中や直後
（「事中」）に限定されるのではなく、「事後」、そ
れもかなり遠い将来にも拡大。

• 「事前復興」：たとえば、経済的困難を抱えている人
びとが居住している老朽住宅や賃貸住宅の耐震改修や
不燃改修の事業を、潜在的な被災者に対する「事後」
の公的支援として前倒しする形で行うこと。

• 実践的な効能、あるいは、革新的な意義
• 他方で、まだ起こりもしない災害を起こったこととし、

さらに、何が起こるかも正確には把握できないうちに、
そこからの復興路線について議論し、それを事前に固
めておくという姿勢そのものは、〈時間〉のありよう
から見たときには、相当程度、〈ポスト・フェストゥ
ム〉性に偏した場所に位置づけらうる。



●まとめ

過度の〈ポスト・フェストゥム〉を〈アンテ・フェス
トゥム〉で中和するタイプの防災計画が重要では？
ボランティア：「何が起こるかわからないのが災害なの
だから、この際、すべての役割が規定された既存の防災
関係者だけではなく、何をしでかすかわからないプレー
ヤーに賭けよう」
「クロスロード」：計画された未来ではなく、あえて、
真に未知なる未来、すなわち、〈アンテ・フェストゥ
ム〉的契機を、集団ゲームに興じる他のプレーヤーがも
つ不確実性（何を言い出すかわからない人たち）という
形で再確保
ルーマンリスク論のVerstandigung、鈴木・渥美（2001）
の「集合的即興ゲーム」としての災害救援、岡田
（2006）が提起するadaptive management
復興スケジュールくずし：渥美（2008）が注目する「あ
せらないで下さい」。


